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抄録：技術・家庭科で実践された授業を学習指導案や教師の意識と生徒の意識の調査などから授業の

目標および授業での生徒の活動について検討した。その結果，教師の意識と生徒の意識の間に適切な関

連がないと授業が成立しにくくなることを見定めた。教師の意識は評価目標に集約し，生徒の意識は認

識過程に整理した。そこで，教師の持つ評価目標を分析して授業展開の場面に位置づけ，生徒の認識過

程から授業における課題の解明コースを設定した。これを基に個に応ずることを配慮して評価目標と課

題の解明コースを一体化した学習指導展開の枠組みを提案した。

索引語：技術・家庭科，授業の成立，授業展開，評価目標，学習指導案，因子分析

Abstract：Weinvestlgated practicallearninglnindustrial arts and home－making from

the teaching－1earning plans and the consciousinvestlgations of teachers and students，

focusing on the objects oflearning and the students’activities．The resultsrevealedthat

the teaching，1earning system cannot exist without some relevance between the teachers’

intentions and students’Consciousness．We therefore arranged the teachersintentions

for the teaching－learning evaluation，and the students’consciousness for the cognitive

process．We also analysed teachers’evaluations，Settled them on the teaching－1earnlng

SCeneS，and established the problem－SOlving courses forlearning from the students’

COgnitive processes．We proposed frames for teaching－1earning plans thatincorporate

the teachers’1earning evaluations with the problemTSOIving courses forlearning．

Key Words：industrial arts and home一making，the standpoint oflearning，the course

Oflearning，the object of evaluation，teaChing－learning Dlan，factor analvsis

1，はじめに

技術・家庭科の学習指導にあたっては，教科目標が分類，分析されて，授業に投影されてきて

いる。しかし，どのような授業が技術・家庭科教育にかなったよい授業なのかは担当者の間で多

様化していて明らかでない。これは担当者がどのような授業をすればよいのかを定めにくいとも

いえる。

本稿は技術・家庭科の授業実践を検討し，授業のあるべき姿を見定めて，技術・家庭科におけ
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る単位時間（授業）の展開方法を提案したものである。要点は2つある。一つは教師の意識から

評価目標を取り上げ生徒の意識との関連から授業の成立について考察すること。一つは生徒の認

識過程から学習指導案に記入できる生徒の課題の解明コースを設定することである。

2．方　　法（内容）

授業の展開方法を考えるについては，教師の持つ教科目標および教育理念（意識），生徒の認

識過程，個を大切にする評価目標，および教師の意識と生徒の意識の関連（授業の成立）につい

て整理しておく必要があろう。

研究の手順として次の作業を設定した。

11986年から1990年までの技術・家庭科のあらゆる授業実践例（文献を含む）1）を基に授業

展開を教師の説明の場面・教師が事物の現象を提示する場面・討議の場面・作業の場面にま

とめた。

2　教師の意識の背景となる「授業の目標」（教科の目標，内容，指導目標：本時の重点な

ど）2）を整理した。

3　生徒の意識の背景となる「体験，経験，興味，関心」を整理した3）。

4　教師の意識と生徒の意識の関連を調査した。

1990年6，7月に京都市内の中学校2校2年生男子128名を対象に11項目について意識調

査をした。集計は教師の指導類型にしたがって生徒の意識をまとめることにした。

5　教師が生徒に期待する変容を評価目標と呼び，授業における評価目標を到達目標，方向目

標，体験目標に分類した7）。

6　担当教師が実際に授業をして生徒に期待している変容（評価目標）を摘出した。

1990年6，7月に技術・家庭科担当教師40名（甲群20名，乙群20名）を対象に11項目につ

いて意識調査をした。集計は被験者たる教師の感じ方を基に，比較的平穏に授業が行われて

いる学校群（甲）と授業がはかどりにくい学校群（乙）に分けて因子分析をした。

7　評価目標を授業の中で構造化した7）。

8　生徒の認識過程から授業での生徒の課題解明のコースを想定し，それにしたがった授業実

践をして，生徒が課題解明コースをどこまで進めるのかを中心に授業展開の仕方を検討した。

以上1～8の結果から単位時間における授業展開の枠組みを構成した。

3．結果および考察

筆者らはこれまでに，教師の持っ教科目標および教育理念（意識）を整理して目標を構造化4）

し，生徒の認識過程を考察して授業を構造化5）してきた。また，生徒の意識の背景となる経験，

体験，興味，関心などは発達段階の道筋や意識調査結果6）から考察してきた。さらに，評価目標

に関する考察を行ってきており7），これらを基に次の5点を整理して授業展開の枠組みを作るこ

とにした。

（1）教師の意識と生徒の意識の関連についての調査結果

教師の意識と生徒の意識の関連についての調査は教師の指導類型に応じた生徒の意識調査をす
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ることにした。

指導類型は教師の意識に依るところが多く，教師の意識は「どのような授業が大切であるか」

などという調査6）から推察でき，大きく2つに分かれる。一つは既成の事実（方法を含む）を忠

実に教えるということ（A）。もう一つは生徒に場（課題や問題）を与え，生徒が既習の知識や

経験を取り入れて全身全霊でぶっつかっていく場面を設けて生徒に活動させて指導していくとい

うこと（B）である。しかし，現在の教育体系が能力主義9）に偏り，授業の中で生徒に誤りが許さ

れず試行錯誤がやりにくいという状況に坑しきれず，教師の意識が本来的に（B）にあるにも拘

らず指導場面では（A）にならざるを得ないものもある。これは，ここでは（A）の範噂に入れ

ている。この指導類型にしたがい（A），（B）それぞれについて典型的に示す指導者の居る学校

を選択し，生徒の意識を調査した。この生徒の意識をさらに，指導にくいっいてくる群（I）と

くいっいてこない群（Ⅱ）に分けて教師の意識と対比して分析してみることにした。

調査方法は生徒の内的状態にアプローチしたいと考え，授業に対する期待度に属する質問項目

11項目を設定し，各質問につき5段階評価（とても期待している，やや期待している，どちらで

もない，あまり期待していない，全く期待していない）を作って1990年6，7月に京都市内の中

学校2校2年生男子A校62名B校66名計128名（有効回答率92．6％）を対象に実施し，主因子法

により初期解を求め，バリマックス回転により最終解を求めた。その結果は表Iに示した。

表I　生徒の意識の因子分析

極 牽 画 □ 却 極 牽 画 □ 画

l　 括弧 こくいついて くる群 l　 指導にくいついてくる群

設問項 目　　　　　　 ＼　　　　　　 （因子番号）因子負荷 1 2 設問項 目　　　　　　 ＼　　　　　　　 （因子番号）因子負荷 1 2

問 1　 学習 したこ とが趣味とむすぴつく 0．5 517 0．4 15 6 間 1　 学習 したことが趣味 とむす びつ く 0．7 6 13 0 ．32 8 1

問 2　 題材をきちんと完成する 0．80 12 － 0．0 24 6 問 2　 題材をきちんと完 成する 0．150 8 0 ．12 03

問 3　 機器の完全な取 り扱いができる 0．64 24 0」 6 14 問 3　 機器の安全な取り扱いができる 0．2 79 4 0 ．75 32

問 4　 教科書の内容を覚える 0．2 44 1 0．4 6 13 問 4　 教科書の内容を覚える 0．168 5 0 ．57 24

問 5　 授業の 目標をは っきりする 0．9 13 2 － 0．0 40 1 間 5　 授業の 目標をはっきりする － 0．5 12 0 0 ．64 53

閏 6　 問樋解決の態度や能力が向上する 0．0 2 14 0 ．8 57 4 問 6　 問題解決の態度や能力が向上す る 0．2 20 9 0 ．59 34

問 7　 納得 いくまで作業する 0．5 83 0 0 ．4 03 5 問 7　 納得い くまで作業する 0．6 77 9 0 ．29 48

間 8　 先端技術に触れ る 0．0 2 10 0 ．7 26 6 間 8　 先端技術に触れ る 0．2 7 75 0．74 93

閥 9　 身の回りのことに正 しく対処できる （修理、大工、園芸等） 0．102 1 0 ．3 48 3 問 9　 身の回りのことに正しく対処できる （修理、大工、園芸等） 0．72 37 0．3 98 3

問 10　一 つのことを成 し遂げ る喜びが得 られる 0．0 9 21 0 ．6 72 3 閏 10　一つの ことを成 し遂げる喜びが得られる 0．64 18 0．102 8

間 11 体 を動か し汗を流 して働 く喜びが得 られる 0．5 5 64 0 ．522 4 間 11 体 を動か し汗を流 して働 く喜びが得られる 0．58 23 0 ．0 29 3

寄与率　 ／　 トータル寄与率％ 3 5．6 2 4．4／ 60 ．0 寄与率　 ／　 トータル寄与率％ 35．3 2 3．7／ 59 ．0

1　 指郵 こくいついて こない群 I　 指導 にくいついてこない群

設問項目　　　　　 ＼　　　　　 （因子番号）因子負荷 1 2 設問項目　　　　　　 ＼　　　　　　 （因子番号）因子負荷 1 2

問 1 学 習したことが趣味 とむすびつ く 0．23 93 0 ．588 9 問 1　 学 習 したことが趣味 とむすぴつ く 0．89 17 0 ．26 19

問 2　 題材をきちんと完成す る 0．8 6 25 0 ．2 144 間 2　 題材 をきちん と完成す る 0．8 180 － 0」76 7

問 3　 機器の安全 な取 り扱 いがで きる 0．7 183 － 0．06 22 問 3　 機器 の安全 な取 り扱いがで きる － 0．0 393 0 ．766 2

問 4　 教科書の内容 を覚え る 0．12 0 1 0 ．54 9g 問 4　 教科書 の内容を覚 える 0．66 1 1 － 0．0 6 23

問 5　 授業の目標 をはっきりす る 0．8 4 45 0 ．14 3 1 間 5　 授業 の目標 をはっきりす る 0．63 40 0 ．133 8

問 6　 問題解決 の態度や能力 が向上す る 0．72 70 0 ，33 99 閏 6　 問題解決 の態度や能力が向上する 0．7 212 0 ．246 8

問 7　 納得いくまで作業す る 0．75 95 0 ．15 38 間 7　 納得 いくまで作業す る 0．78 48 0 ．3 54 8

問 8　 先端技術に触 れる 0．04 13 0 ．65 08 問 8　 先端技術 に触れ る 0．4 102 － 0．3 29 8

問 9　 身の回 りのことに正 しく対処できる （修理、大工、園芸等） － 0．00 50 0 ．82 79 問 9　 身の回りの ことに正 しく対処できる （修理、大工、園芸等） 0．2 522 0 ．9 13 6

問 10　 一つのことを成し遂 げる喜 びが得 られ る 0．64 87 0 ．－50 10 問 10　 一つのことを成 し遂 げる喜 びが得 られ る 0．7 53 1 0 ．2 27 4

問 1 1 体を動か し汗を流 して働 く喜 びが得 られ る 0．17 25 0 ．34 64 問 1 1 体を動か し汗 を流 して働 く喜びが得 られる 0．1 599 0 ．543 4

寄与率　 ／　 トータル寄与率％ 32．7 2 1．3／ 54 ．0 寄 与率　 ／ トータル寄与率％ 38．8 1 9．9／班．7

表Iによると，指導類型（A）で指導にくいっいてくる群（I）では，第1因子は「授業の目

標をはっきりさせる」（0．9132）と「題材をきちんと完成する」（0．8012）などの授業をきっちり
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やるという意識に共通して因子負荷が大きく，既成の事実を忠実に教えるという教師の指導類型

に合うといえる。指導類型（A）で指導にくいっいてこない群（Ⅱ）では，第1因子は「題材を

きちんと完成する」（0．8625）と「授業の目標をはっきりさせる」（0．8445）などの授業をきっち

りやるという因子軸以外に，第2因子として「身の回りのことに正しく対処できる」（0．8279）

という生徒自らの活動に重きをおくものに因子負荷が大きく，既成の事実を忠実に教えるという

教師の指導次元とは異なる次元での因子軸を形成している。一方，指導類型（B）で指導にくい

ついてくる群（I）では，第1因子は「学習したことが趣味とむすびつく」（0．7613）や「身の

回りのことに正しく対処できる」（0．7237）に因子負荷が大きく，生徒は授業そのものを主体的

にとらえている。また，第2因子は「機器の安全な取り扱いができる」（0．7532）や「先端技術

に触れる」（0．7493）といった問題を自らの課題としてうけとる意識に共通して因子負荷が大き

く，問題解決を中心に進める教師の指導類型に合うといえる。指導類型（B）で指導にくいっい

てこない群（Ⅱ）では，第1因子は「学習したことが趣味とむすびつく」（0．8917），「題材をき

ちんと完成する」（0．8180），「納得いくまで作業する」（0．7848），「一つのことを成し遂げる喜び

が得られる」（0．7531）といった生徒それぞれが思い思いに実際に体を動かして作業するといっ

た意識に大きな正の負荷量をもって因子軸を形成している。また，第2因子は「身の回りのこと

に正しく対処できる」（0．9136）といった実用性に因子負荷が大きく，問題解決を中心に進める

教師の指導類型に合わないといえる。

この調査結果から，教師は自らの指導理念にしたがって指導しているのに対し生徒は授業に自

分なりの期待を持っていて，授業が成り立ちにくいのは教師の定める授業の目標と生徒の授業へ

の期待との間にズレが生じている場合であ1る。もとより生徒の授業への期待は「授業に何を期待

しているか」などという調査で推察でき，それは「すぐに役立っことを教えてもらえる。」，「勉

強だからやっている。」というものが圧倒的に多い2）。さらに，生徒を面接したり，生徒の意識を

1年，2年，3年と追跡調査した結果6）からも，授業を否定的にとらえる生徒は「何にもならな

いことをやっている」と「教師の考えに合わない」と考えている場合とが判明している。総合す

ると，教師の意識と生徒の意識の問に適切な関連がないときに授業は不成立になっている。

（2）教師が生徒に期待する変容（評価目棟）

評価目標については，筆者がこれまでに技術科教育の学習で教師が定める生徒の個に応じる目

標として，表Ⅱのように分類してきた8）。

実際に教師はどのような評価目標を持って指導にあたっているのかを調べるために，被験者た

る教師の感じ方を基に，比較的平穏に授業が行われている学校群（甲）と授業がはかどりにくい

学校群（乙）に分けて因子分析をした。

調査は担当教師に（軌　のどちらに該当するかを選択してもらい，評価目標に関してどのような

意識を持って指導しているかを回答してもらった。調査方法は評価目標を到達目標，方向目標，

体験目標に分けて，評価目標に対する重要度に属する質問項目11項目を設定し，各質問につき5

段階評価（とても大切である，やや大切である，どちらでもない，あまり大切でない，全く大切

でない）を作って，1990年6，7月に技術・家庭科担当教師40名（甲群20名，乙群20名）（有効

回答率100％）を対象に実施し，主因子法により初期解を求め，バリマックス回転により最終解

を求めた。その結果は表Ⅲに示した。

表Ⅲによると比較的平穏に授業が行われている学校群（甲）では，第1因子は「体を動かし汗
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表Ⅱ　個に応ずる評価目棟の分類

評価の観点

評価目標

教　 師　 の　 持　 つ　 評　 価　 の　 観　 点
生徒の持つ評価

の　　 観　　 点

知識理解
知　 識　 理　 解
及　 び　 技　 能

技　　 能
技術 に対す る
関　 心　 態　 度

自　 己　 調　 整

到 達 目 標
。定義的知識

を得る

○手続き的知識

を得る

〇日分の力で

やれる（安

全の配慮が

できる）

○生徒によって

新しい課題

（問題 ）に取

り組む意欲が

ある（出る）

○今すべきこと

を明確化する

○何が正しい方

法かを見定め

る

方 向 目標

○生徒にとっ

て新 しい

（初めて触

れる）知識

を得る

0 方略的知識を

得る

○精度や能率

化、効率化

に挑戦でき

る

○合理性を追求

し、創意工夫

をしょうとす

る

0 今正しいやり

方をしている

かを反省する

○間違った場合

はどうするか

を考える

体 験 目標

0 知ることや

人に説明で

きることの

満足感を得

る

○課題 （問題 ）

解決の見通し

かついたなど

の満足感を得

る

0最後までや

りぬく満足

感、成就感、

成功感を味

わう

0 自らの課題に

向い、体験 し

た喜びを基に

次の動機づけ

を得る

。自分なりに納

得のいく成功

感を味わう

0 日分の力を実

際場面に対処

する気持ちに

なる

0 次にすべきこ

とを見定める

を流して働く喜びが得られる」（0．8464）や「一つのことを成し遂げる喜びが得られる」（0．7775）

といった体験目標に共通して因子負荷が大きい。また，第2因子は「授業の目標をはっきりさせ

る」（0．8109），「納得いくまで作業する」（0．8713）が「教科書の内容を覚える」（－0．6478）には

マイナスの評価をもっている。これは教科書を中心に授業を進めるのではなく，教師自らの理念

を基に授業が進められているといえる。いずれにしても，甲群では到達目標をきっちりとおさえ，

生徒の一定の体験を成果として期待しながら教師自らの理念に基づいて授業を進めているといえ

る。一方，授業がはかどりにくい学校群（乙）では，第1因子は「体を動かし汗を流して働く喜

びが得られる」（0．9298），「一つのことを成し遂げる喜びが得られる」（0．8400），「納得いくまで

作業する」（0．7910），「身の回りのことに正しく対処できる」（0．7744）に共通して因子負荷が大

きい。また，「題材をきちんと完成する」（－0．7457），「機器の安全な取り扱いができる」（－0．8082），

「先端技術に触れる」（－0．7028）という意識的次元があり，教師自らの理念に基づくよりも生徒

の意向を最大限に取り入れて生徒が喜ぶように作業をさせながら指導をしているといえる。つま

り，教師は生徒の意向に合わせながら到達目標に向けて指導しよ．うという意識が強い。これは，

教師自身が到達目標を念頭におきながら，生徒の状況に合わせて授業がうまく運ぶようにする意

識があるといえる。

この調査結果から，甲群と乙群の大きな相違は比較的平穏に授業が行われている学校群（甲）



70
桐　田　要　一

表Ⅲ　教師の意識の因子分析

甲群の因子分析

設 問 項 目　 ＼　 （因 子 番号 ）因子 負 荷 1 2 3

問 1． 学 習 した ことが 趣 味 とむ す びつ く 0．2 7 2 5 0 ．1 0 0 3 － 0．3 0 4 5

間 2 ． 題材 を きち ん と完成 す る 0．5 8 3 0 － 0 ．5 7 8 3 0．0 3 8 7

問 3 ． 機 器 の安 全 な取 り扱 いが で き る 0．6 0 0 2 － 0 ．0 2 4 7 0．0 2 4 9

間 4 ． 教 科書 の 内容 を覚 え る － 0．3 6 4 5 － 0．6 4 7 8 － 0．0 4 2 7

問 5． 授 業 の 目標 を は っ きりす る － 0 ．1 1 1 8 0．8 1 0 9 － 0．0 4 5 6

問 6． 問 題解 決 の 態度 や能 力 が 向上 す る 0．4 2 4 6 0．6 8 2 2 － 0．4 3 5 0

問 7． 納 得 い くまで作 業 す る 0．0 0 4 0 0．8 7 1 3 0．2 9 3 2

問 8． 先 端 技術 に触 れ る 0．0 7 9 6 0．1 9 1 1 0．8 5 1 5

問 9・ 詣 毘 り完 呈 詣 童 封 対 処で き る
－ 0．0 1 9 4 － 0．0 0 4 0 0．8 8 5 1

問 10．一 つ の ことを 成 し遂 げ る喜 び が得 られ る 0．7 7 7 5 0．1 9 2 4 － 0．1 3 2 3

問 11．体 を動 か し汗 を流 して働 く喜 びが 得 られ る 0．8 4 6 4 0．2 8 3 1 － 0．0 3 2 6

寄　 与　 率　 ／　 トー タル寄 与 率 ％ 2 2．1 2 3 ．7／ 4 5．8 1 7．3／ 6 3．1

乙群の因子分析

設 問 項 目　 ＼　 （因子 番 号 ）因 子 負荷 1 2 3

問 1． 学 習 した こ とが趣 味 と結 びつ く － 0．2 2 1 9 － 0．2 1 8 7 － 0．6 3 2 1

問 2． 題材 を き ちん と完 成 す る 0．4 0 4 3 － 0．7 4 5 7 － 0 ．2 8 6 0

問 3． 機 器 の 安全 な取 り扱 い がで きる 0．2 5 7 0 － 0．8 0 8 2 － 0 ．2 6 0 7

問 4． 教 科 書 の 内容 を覚 え る － 0．3 9 9 9 0．3 2 5 3 0 ．1 5 8 9

問 5． 授業 の 目標 をは っき りす る － 0．3 7 9 6 0．0 2 2 0 0 ．7 9 8 6

問 6． 問題 解 決 の態 度 や能 力 が 向上 す る 0．4 6 5 7 － 0．0 4 9 1 0 ．0 ．7 5 9 4

問 7． 納得 い くまで 作 業す る 0．7 9 1 0 － 0．0 7 8 1 0 ．2 5 6 7

問 8． 先端 技 術 に触 れ る － 0．1 8 5 6 － 0．7 0 2 8 0 ．3 0 3 1

問 9・ ぞ窟 鼠 り完 圭 子 霜 射 対 処 で き る
0．7 7 4 4 － 0．2 9 6 9 － 0 ．0 8 2 2

問 10． 一 つの こと を成 し遂 げ る喜 び が得 られ る 0．8 4 0 0 － 0．1 9 1 8 0 ．1 2 7 8

問 11． 体 を動 か し汗 を 流 して 働 く喜 びが 得 られ る 0．9 2 9 8 0．1 1 6 7 0 ．0 0 9 5

寄　 与　 率　　 ／　 トー タル 寄与 率 ％ 3 3．0 1 8．2／ 5 1．2 1 7．9／ 6 9．1

では，教師は生徒の体験を重視し，生徒の個に応じた発展性を配慮し，学習内容の習得そのもの

よりも学習成果が社会に適応できたらよいという柔軟な姿勢で臨んでいる。一方，授業がはかど

りにくい学校群（乙）では，教師は生徒にすぐに役立っ（生徒が興味を示す）なんらかの作業を

やらせること（体験）に最も力点をおき，学習内容は教科書に限定して教えることでいっぱいで

ある。いずれにしても，どの教師にも到達目標は完全に習得させたいという意識には共通性があ

るが，指導の場（学習環境や学校の方針）の状況により，方向目標や体験目標の達成に対する意

識は異なってくるといえる。
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これを基に授業で教師が評価目標を定める手順を総合すると，教師は全生徒に必要不可欠な評

価目標（到達目標と呼ぶ）を生徒の状況を見定めて最小限に設定し，この到達目標を出発点に

して，生徒の思考や工夫が深まりの達成を示す目標（方向目標と呼ぶ）や授業の中で体得でき

るような目標，たとえば生徒が課題や問題を解決した喜びとしての成功感や成就感が味わえる

など（体験目標と呼ぶ）を配慮していくことになる。そこで，授業展開は到達目標を中心として，

方向目標，体験目標を有機的に結びつけた形で構成することにした。なお，評価目標を文章化す

るときは到達目標は到達度を記述し，方向目標や体験目標は達成のきっかけを記述することにし

た。

（3）授業展開の構造

技術・家庭科の授業の構造としては，一般にプロジェクト法が基盤をなしている。筆者らは，

技術・家庭科の授業をプロジェクトの段階とそれに対応した生徒の外的行動と内的行動から分析

し，生徒の内的行動を基に客観的法則性を取り出して，生徒が共通に持てる課題と生徒が客観的

表Ⅳ　生徒の認識過程から割り出した課題解明コース



72
桐　田　要　一

表Ⅴ　単位時間の授業の構成の枠組み

指導案の構成

到達目標を設定し，一つの到

達目標を授業展開の骨子（節）
とする

方向目線および体験目標を一つの到達目標

ごとに設定する

到達目標達成のための学習は

全生徒に統一した内容にする

個々の生徒に配慮して，方向目標，体験目

標が達成できるきっかけとなる内容にする

教師の活動

本時の目標の設

定

到達目標に向け

ての指導

方向目標に向け

ての指導

体験目標に向け

ての指導
評　　　 価

課題 （問題）の

設定

全生徒に完全に

習得させる方略

設定実行

生徒の疑問点の

整理

生徒が体験でき

る場面の設定

生徒の方向目標

・体験目標の達
成を見定める

関連する事実の

現象提示

プログラム，メ

ディアの活用

生徒に疑問を投

げかける

生徒の体験を認

める

適切なフィード

バックを送る

l段　 階 l 協 憎報を l 協 甲矧 且 ＿一 旦 巨 億・習可 転　 移 l

J †K R ・ J †K R ・ J †K R・ J †K R ・ J †K R ・

〔課題解明

コース〕
〔寧　　 き〕〔わか った〕〔重ね合わせ〕

〔正しい方法

の確認〕
〔新しい考え〕

生徒の活動

動機づ け 討　　　 議 発　　　 表 打 ち込 む 挑　　　 戦

問題意識をもつ
他人との考えの

ズレを意識する

自らの考えを明

確化し批判できる

自らの体験に納

得する

新しい考えで対

処

自ら進んで作業

するきっかけを

得る

自分の力で作業

する

自分の方法に自

信をつけて作業

する

最後までやりぬ

こうとする

新しい場面に立

ち向う

法則性が通用できるようにする練習の場面とを整理し，学習指導要領とのかねあいから基本的指

導事項を取り出して授業を構造化してきた10）。さらに，生徒の認識過程を踏まえて個を大切に

した授業の構造化を図った5）。これらの成果を基に授業展開の構造を考察することにした。授業

展開を計画するときには，先の調査結果（1）を加味して教師の意識と生徒の意識との関連が適

切になるように配慮し，単位時間（授業）の全体の流れとしては生徒個々に課題を解明させる道

筋を定めることにした。そこでまず，生徒の認識過程から学習を予想して課題解明コース（表Ⅳ）
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を設定した。生徒に課題解明コースを辿らせるためには，生徒に主体性を持たせることが必要で，

授業は強烈な動機づけが出発点となる。この課題解明コースを基に単位時間（授業）の中に先に

（2）で考察した評価目標を配置することにした。つまり，単位時間（授業）ごとに到達目標を

配置して，到達目標達成のための学習を基にして，生徒それぞれが方向目標，体験目標の達成に

向うきっかけとなるような場面を作ることである。教師は1つの到達目標ごとに方向目標，体験

目標を設定し，生徒は最終的にはそれぞれの方向目標の達成や体験目標を得ることになる。こう

して次の授業の動機づけが生まれるというサイクルを組むことができる。これを単位時間の授業

の構成の枠組み（表Ⅴ）とした。これにより，実践された授業は到達目標を全生徒が習得した後，

生徒がどこまで深く課題解明コースを辿れたかという視点が定められることになる。

（4）授業展開の方法

技術・家庭科の実際の授業は，従来から形態，場所，展開場面，授業（学習）の進行を定めて

行われてきた11）。ここでは授業（学習）の進行に焦点をあてることにする。授業（学習）の進行

は授業展開の方法を決めることである。授業の展開方法を決めるには前提条件として授業が成り

立っことである。授業が成り立っためには先に教師の意識と生徒の意識との間に適切な関連のあ

ることが必要であることを見定めている。そこで，教師の意識と生徒の意識が一体化するような

授業の展開方法を設定することにした。まず，生徒の課題解明コースを定め，単位時間（授業）

の目標を明確にして教師がその時間に目ろむ到達目標，方向目標，体験目標を決めることにした。

さて，教師が生徒に評価目標を達成させる流れとしてこれまでの授業実践から次の型が設定で

きる。

一次元　教師サイドから見たもの　たとえば，到達目標を作業に折り込み作業のみの達成を狙

う型（平面軸に教師の意識をとる）である。この型の流れは次の通りである。

説明　　作業　　援助　　修正　　完成

二次元　教師が生徒の反応に合わせるもの　たとえば，到達目標のチェックを的確に踏まえる

型（Ⅹ軸には教師の意識，Y軸には生徒の意識をとる）である。この型の流れは次の

通りである。

説明　　師範　　討議　　確かめ

この型で主に実践されているのは，問題解決学習，課題解決学習（京都，福島，宮城

など）である。

三次元　到達目標を基に方向目標，体験目標を取り入れ，生徒の課題解明コースを設ける型

（Ⅹ軸に教師の意識，Y軸に生徒の意識，Z軸に生徒の認識過程をとる）である。こ

こでは教師の目標，生徒の目標，教師のKR処理，生徒の自己調整が一体化されたも

のになる。この型の流れは次の通りである。

目標提示　　事物の観察（実験）　説明　　討議　　作業　　確認（実験，観察）

教師が生徒に評価目標を達成させる流れは，三次元の授業で考えることにする。三次元の授業

の特徴は表Vを基にして教師の活動と生徒の活動を対比させることである。そこで，本時の目標

や課題（問題）を設定した後，生徒の課題解明のコースを想定し，このコースに合わせて教師の

定める到達目標，方向目標，体験目標を明確にすることにした。これを基に授業展開は慣行され

ている導入，展開，まとめを縦軸にして，横軸はまず，課題解明コースを基に生徒の活動を定め，

これと対比して評価目標を基に教師の活動を定めて授業の流れを構成することにした。実際の授
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業展開では教師は，教育機器の活用や適切なCUEを教師の活動場面に折り込み，生徒の受容反

応を受けてKR．を送り，生徒の構成反応が確められるように進めていくことにした。なお，授

業で教師がチェックするのは到達目標が中心となるが，方向目標および体験目標については個々

の生徒の達成に合わせて適切な診断の場面を必ず設けることにした。

これを指導案に記載する場合はまず，教師が生徒に期待する変容を評価目標として書き出す。

その上本時の展開計画としての教師の活動は到達目標を節にして構成する。この到達目標の節に

は，到達度の確認と診断，方向目標のきっかけ，体験目標の素地を含ませる。さらに，方向目標

のきっかけ，体験目標の素地を想定した生徒の課題解明コースに対応させて評価目標達成の流れ

の要素となる「教師の説明」「事物の実験，観察」「作業」「討議」などから構成することを原型

とした。こうして授業の成果は教師は到達目標達成の判断基準を適切に定めていたか，方向目標

のきっかけや体験目標の素地を作り得たか，および生徒は課題解明コースをどこまで進められた

かの総合的観点で授業は査定できるようにした。

（5）授業の展開方法の具体例

これまでに考察してきた授業展開方法を電気領域の授業の目標「テーブルタップを組み立てる」

を例にして，単位時間における授業展開の枠組みを具体的に提示する。

（》　課題解明コース

本時における生徒の認識の流れ（課題解明コースと呼ぶ）として表Ⅳにしたがい次のように設

定する。まず，情報入力により「ハッ」と驚く，次にその入力情報を納得する。納得したことを

自分で説明できるようになる。相互の発表で批判をできるようになる。そして今までと異なる方

法や考え方で課題を遂行していけるようになる。これを授業の目標「テーブルタップを組み立て

る」の授業展開の一部にあてはめて設定した課題解明コースを表Ⅵに示した。

表Ⅵ　授業の目標「テーブルタップを組み立てる」展開の一部としての生徒の課題解明コース

②　評価目標

この課題解明コースを基に，評価目標を設定することにした。

本時のスタートラインにおいて生徒をながめると，評価目標に対する生徒の達成までの位置は

さまざまであるが，まず，2／3以上の生徒が達成していない到達目標を設定し，生徒がどうなっ

たら到達したことになるのかを明示する。さらに，方向目標は生徒それぞれの到達点を定めるの

が本来であるが，さまざまであるので達成までの方略は授業中の教師のK．R活動を中心とし，

方向目標達成のきっかけとなることに留めておく。体験目標は生徒が感じとるもので，生徒それ

ぞれの満足感，成就感，成功感を見極めるのが本来であるが，これもさまざまであるので達成ま
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での方略は授業中の教師のK．R活動を中心とし，生徒2／3ぐらいが達成できると予想すること

に留めることにした。想定した表Ⅵの課題解明コースを基にした評価目標を表Ⅶに示した。

表Ⅶ　表Ⅵの課題解明コースを基にした評価目標

評　 価　 目　 標 生　 徒　 の　 活　 動　 の　 予　 想

到　 達　 目　 標
芯線を切ると不都合なことを知る

芯線を切らないでコードの披覆をはがすことができる

方　 向　 目　 標

電流と抵抗と発熱との関係を考える

接触抵抗を少なくする方法を考える

披覆をはがす工夫をする

ニッパ ー，ラジオペンチ等の使い方を工夫し，慣れる

体　 験　 目　 標

知り，考えたことをとり入れて行動できる

最後までやり遂げる

なるほど，よかったと思う

③　授業の展開方法

縦軸に導入，展開，まとめとそれに対応した学習の流れを入れ，横軸に評価目標を基にした教

師の活動と課題解明コースを基にした生徒の活動および指導上の留意点などを入れて表Ⅴにした

がって指導案を構成した。学習の流れは，到達目標ごとに判断記号を入れ，生徒がどうなったら

到達したことにするのかおよび到達できない場合はどうするのかを明示することにした。また，

はじめから到達できていると予想できる生徒についても達成の確認となり得る記述にした。この

到達目標を一つの節として，方向目標や体験目標の達成につながるような場を設定し一区切りの

展開ができるようにした。その具体例を表Ⅶ（次貢）に示した。

表Ⅷは本時の授業としては展開の一部である。1単位時間での指導展開を組む場合は到達目標

ごとにこの展開の一部があると考える。表Ⅸは到達目標として，「芯線を切ると不都合なことを

知り，芯線を切らないでコードの被覆をはがすことができる」以外に，「接触抵抗のあることを

知り，ねじにコードを適切に接続することができる」および「短絡すると危険であることを知り，

プラグを安全に組立，保守，修理ができる」の3つを定めて1単位時間の指導展開方法の枠組み

とした具体例である。

4．ま　と　め

技術・家庭科の授業が生き生きと活性化できるように，生徒ひとりひとりの教育的効果を考慮

して，学習指導案に記入できる授業展開の枠組みを作成した。学習指導案作成の重要な意味の一

つには，いかなる授業展開をするかを計画し，それを基に実践して，次の指導案を検討するとこ

ろにある。本研究では授業の展開の型を検討するためのものではなく，教師の評価目標，生徒の

課題解明コースがどこまで達成できるかを検討できる授業の枠組みを提案したものである。この

枠組みを基にそれぞれの教育現場に応じて具体的な学習指導案を作成し，実践していくことが今

後の課題である。

なお，その具体的実践と結果については別に稿をおこす予定である。
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表Ⅷ　表Ⅵおよび表Ⅶを基にした授業の展開
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表Ⅸ　授業の目標「テーブルタップを組み立てる」の授業展開方法の枠組み
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（注）

1）授業実践例は主として全国中学校技術・家庭科研究大会要録及び公開授業指導案（1986，1987，1988，

1989），近畿中学校技術・家庭科研究大会要録及び公開授業指導案（1986，1987，1988，1989），京都教育

大学付属中学校研究発表会学習指導案（1988），京都市中学校研究授業指導案（1986，1987，1988，1989）

に依った。

2）授業の目標は1）の指導案に記載された目標，指導目標，学習目標を取り上げた。教師の意識の背景は，

ここに記載されている教科の目標や内容および若干の調査から整理した。詳しくは，桐田要一：教師の意

識調査からみた技術・家庭科の学習効果，日本産業技術教育学会誌，第31巻，第2号，1989，pp．15－22
参照。

3）生徒の興味関心に関するアンケートはさまざまなものがでているが，ここでは京都市教育研究所，学習

をすすめるための生活実態調査，1977，および桐田稟一：勤労体験学習の一考察一中学校技術・家庭科の

学習指導を中心として－，京都市立永松記念教育センタ研究報告329，1987に依った。

4）学習指導要領に基づいた目標の構造は，桐田要一・梁川正：技術・家庭科栽培領域における行動分析と

題材化，京都教育大学，紀要，第75号A，1989，pp．135－146に示した。
5）足立明久・桐田要一：生徒の認識過程に基づく技術科教育の教授法の試み：日本産業技術教育学会誌，

第31巻，第4号，1989，pp．221－229

6）前掲注2）および3）

7）桐田要一：技術科教育における評価目標に関する考察，京都教育大学，紀要，Ser．A，No．76，1989，

pp．93－108

8）前掲注2）および7）
9）堀尾輝久：現代社会と教育－「能力主義」の問題性，字沢弘文・河合隼雄・藤沢令夫・渡辺慧編　転換

期における人間　別巻1岩波書店1990，pp．95－131
10）授業内容の構造化は，岡田賢一・桐田袈一・高橋　要：技術科加工領域における認知学習の規準に関す

る試論一特にそのペーパーテストについて－，京都教育大学教育研究実践年報，第1号，1985，pp．231－
246に示した。

11）技術・家庭科の授業の実践は，形態としては集団指導が大部分を締め，単級（男女別および男女共），

複数級（男女別および男女共）を一斉または班別にして実施されている。授業場所は特別教室（技術室，

製図室，木工（金工）実習室，機械（電気）実習室，野外（栽培園，学校園，学級園））である。授業の

内容はさまざまであるが，次の4つの場合に大別できる。実験，観察の場合，話合の場合，作業の場合，

教示（説明）の場合である。授業の展開の形態としては一斉学習，完全習得学習，到達度別学習，自由進

度学習，順序選択学習，課題選択学習に整理した。ここでは，これらについては傍観し，単位時間（授業）

の進行方向にしぼって考察することにした。


